
©
2019.10.08

H a r u o H a y a s h i

Council Member, Science Council of Japan, Cabinet Office of Japan
Director, International Centre for Water Hazard and Risk Management (ICHARM)
Professor Emeritus, the University of Tokyo
Chair, River Council of Japan 

Nation’s Synthesis
- Concept Design and Implementation -



©
2019.10.08

H a r u o H a y a s h i

Online Synthesis System
• D e fin it ion :

I nternet- based system  for collecting,  analyzing,  publishing,  
reanalyzing,  cr itiquing,  and reus ing data and inform ation for
im proving disaster res ilience

• F e a tu r e s
– T ake a ll hazards  approach
– Cover a ll phases  of disaster m anagem ent
– R egister data/ inform ation in the form  of either file or web- link
– S upport activities  to prom ote open science

• S tr a te g y
– Organizing wide science and technology com m unities  
– S tarting with a  s im ple- understandable- m anageable system ,  

and up- grading the functions  responding to users ’ needs .
– I m plem enting pilot s tudies ,  and expanding the user com m unity .
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E stablishing Alliance of DR 3  R esearch
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Submitting proposal on “Nation's 
synthesis for DR3 using online 
synthesis system” 
to Belmont Forum and Ministry of 
Education in Japan
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W hat is  m eant by

“National R es ilience”



©
2019.10.08

H a r u o H a y a s h i

Nation

G. Jellinek: 『Allgemeine Staatslehre』,1900

People

Sovereign Land & Sea

Proactive Planning and Action
Self-help and Mutual Support

Infrastructure
Multi-stakeholder Coordination

Public Support
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Individual Household
Residential Community
Local Organization

Local Needs
• life safety
• asset protection
• business continuity

National
Platform
for DRR

Local
Government

Civil
Society

Business
Industry

Science & Technology

Facilitator
• trust-based relationship
• problem structure
• setting goals
• governance structure
• possible solution
• making sense 

International 
Journals

International 
Syntheses

International/
Regional Data Survey Reports Knowledge

HubGARGRAF

International 
Community
UN, Bank, 

Donor Countries
International S&T Network

S&T Community

Online Synthesis System
(OSS)

Integrated
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Actions  taken by facilitators will on s ite
1 . E stablishing trust from  local s takeholders

2 . Assess ing Local R isk
1 . I dentify the hazards local com m unity faces

2 . Assess the exposure of Com m unity to hazards

3 . Assess  phys ical and socia l venerability  of com m unity in relation to hazards

3 . E stablishing Governance

4 . S etting Goal
E stablish the goals  to be achieved through workshop by local s takeholders

5 . Developing local solution plan
Finding a  set of ( or at least one)  feas ible solution which use local technology,  
local m ateria ls ,  and local resources .

6 . I m plem enting local solution plan
Help local com m unity solve the problem  by them selves  with outs ide ass is tance

7 . R eviewing the whole process  as  a  lesson for future
1 . Des ign after action review with local s takeholders

2 . Com pile the docum ent to record the  activities
8
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ペルソナ整理およびリニューアルデザインのご提案 1

防災科研WEBサイトが2019年度実現すべきこと

WEBサイトのゴール 情報発信ツールに求められる視点 ツールの設計にあたって必要なこと

防災科研WEBサイトのペルソナ整理

防災科学技術研究所御中

SCIENCE FOR RESILIENCE

さまざまな自然災害を乗り越えていけ
る「レジリエンス」を高めるための、
多元的な情報発信を支える総合案内
ツールとして、社会への浸透を目指す。

探しやすくわかりやすい総合案内ツール
ユーザーの視点にたち、平常時や災害時に必要な情報を探しやすく

得られた情報をそのリテラシーに応じて
しっかり理解できるわかりやすさ。

ユーザー視点の徹底

ユーザーとその行動を精緻に定義
ツールを利用する人々をより具体的に掘り下げて

ユーザー行動を分析し、
「誰が」「どのように」行動するのかを、精緻に定義。

ユーザーとは誰なのか（ペルソナ）を明確化

未来

製造業

新しい減災・防災プロダクトを
社会に浸透させる

民間企業 企画立案担当者

流通 製品

社会 小売

災害時の物資支援など
社会インフラとしての機能を発揮する

6次産業

災害データや研究成果を活用し生産
や流通を最適化する

バイオプロダクト

自然科学技術を活用し災害に強い新
しいプロダクトを作り出す個人

ビジネスの立場から
未来を作り出す

自治体防災担当

地域密着 全国展開

環境
づくり

画一
ルール
策定

国

国民の防災意識を高め法整備を行い、
自治体の活動を適切に統括する

都道府県

地域住民の防災意識を高め、条例制
定も含めた防災計画整備を行う

市区町村

地域密着の避難計画の整備と
災害に強い街づくりを行う

行政の立場から
現在と未来の橋渡しをする

理学

災害原理を究明し社会に伝える

工学

原理を活用し
災害に強いモノづくりに昇華させる

社会科学

過去からの教訓を生かし
最適な防災行動を啓発する

研究者

原理 応用

科学

人文

学問の立場から
現在を知る・伝える

現在

公

個

すべてのミニペルソナがそれぞれの役割を全うしながら相互に作用しあい、
ペルソナ同士はその相互作用の輪と力が大きくなって社会全体のレリジエンスを高め「私たち」を支える関係。

3次産業（情報通信）

先端技術を用いて
新たな防災の仕組みを提供する

シビルソサイエティ

個人 社会

組織
づくり

共感
ベース

クラウド
ファンディング

社会の共感を得ることで資金を集め
防災プロダクト開発や復興支援

NGO

インフラ整備や支援ネットワーク
構築などプラットフォーム作り

NPO

インフラ整備や支援ネットワーク
構築などプラットフォーム作り

市民の立場から
現在と未来の橋渡しをする

シェアリング

災害時の自助・共助を促す
プラットフォームづくり

テレビ

取材した災害・防災情報を
マスにわかりやすく伝える

報道関係者

速報 編集

多様性
個

画一性
マス

新聞

相応なリテラシー層に
詳細かつ正確に伝える

雑誌

編集的視点から
教訓や知恵を社会に啓発する

WEBメディア

ネット世論からの情報収集をもとに
多様性のある情報発信

報道の立場から
現在を知る・伝える

SNS

情報インフラ機能の提供と
多様性のある情報発信

政府や自治体を中心とした公助よりも
個人や企業が自助力を上げつつ助け合う関係へ

教育者

庇護の徹底 主体性重視

教育の
享受

社会への
貢献 高校

日常平時の防災計画を中心に、
地域貢献も含めた指導を行う

小中学校

日常平時の防災計画を中心に、
地域との連携を計る

幼稚園

徹底した庇護を前提とした
防災計画を行う

教育の立場から
未来を作り出す

ひ
と
り
ひ
と
り
の

生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

研
究
開
発
を
基
盤
と
し

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携

従
来
型
の
公
助

シビルマインドによる自助力向上と
相互に助け合う関係性の成熟が
レジリエンスを高める基盤となる

予防
（リスク評価、実験・検証、
イノベーションに貢献）

応急対応
（災害対応手法の開発、

標準化・SOP化）

復旧・復興
（復旧・復興支援手法の

開発）

予測・情報
（観測、予測、評価、情報提供）

防災基礎力
（防災意識の向上）

情報基盤
情報サービス の整備

効果的対策の提案
標準化の実現

ユーザーへの
基盤ツールの提供

9

Educators

Entrepreneurs

Governments
Media

Civil Society

Researchers
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ペルソナ 研究者 報道関係者

ミニペルソナ 理学 工学 社会科学 テレビ 新聞 雑誌 SNS Webメディア

ひとことでいうと 自然科学における原理を究明し社会に伝え

る

原理を活用し災害に強いモノづくりに昇華す

る

過去からの教訓を生かし最適な防災行動を

啓発する

取材した災害・防災情報をマスにわかりやす

く伝える

取材した災害・防災情報を相応なリテラシー

層に詳細かつ正確に伝える

編集的視点から災害・防災に関する教訓や

知恵を社会に啓発する

情報インフラ機能の提供と、ネット世論からの

情報収集をもとにした多様性のある情報発信

速報やネット世論からの情報収集をもとにし

た多様性のある情報発信

平常時のインサイト ●過去の災害や地震・火山などの地球活動

についての詳細な観測データを確認分析した

い

●地球活動の原理について究明し、世の中

にわかりやすく伝えたい

●企業の研究開発部門の担当者と情報交換

し最新技術について知りたい

●過去の災害の被害状況についての詳細な

データを把握したい

●災害に強いモノづくりや町づくりについて究

明し、世の中に伝えたり製品技術の形で具現

化したい

●被災地の現状や被災体験について知りた

い

●過去の被災体験をもとに適切な防災行動

について研究したい

●誰でもできる防災の知恵や技について啓

発したい

●被災地の現状や被災体験について知りた

い

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●被災や防災について、マスに対して映像を

使ってわかりやすく社会に伝える番組を作り

たい

●被災地の現状や被災体験について知りた

い

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●被災や防災について社会に伝える特集記

事を書きたい

●被災地の現状や被災体験について知りた

い

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●テレビや新聞とは違った強いメッセージ性

をもって被災や防災について社会に伝えたい

●被災や防災について社会に伝える特集記

事を書きたい

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●SNSにおけるネットの多様な意見を集約し

て伝えたい

●災害時のコミュニケーションインフラとして

の機能を充実させたい

●被災地の現状や被災体験について知りた

い

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●SNSにおけるネットの多様な意見を集約し

て伝えたい

●被災や防災について社会に伝える特集記

事を書きたい

災害時のインサイト ●災害に関するリアルタイムかつ詳細なデー

タを把握したい

●報道や自治体から求められたときに専門

的見解を伝えたい

●災害に関するリアルタイムかつ詳細なデー

タを把握したい

●被害状況について詳細なデータを把握した

い

●報道や自治体から求められたときに専門

的見解を伝えたい

●災害に関するリアルタイムかつ詳細なデー

タを把握したい

●被害状況について詳細なデータを把握した

い

●報道や自治体から求められたときに専門

的見解を伝えたい

●被害状況について詳細なデータを把握した

い

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●災害に関するリアルタイム情報をわかりや

すくビジュアライズして伝えたい

●災害情報に関する迅速かつリテラシーを問

わない報道を行いたい

●被害状況について詳細なデータを把握した

い

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●災害に関するリアルタイム情報を詳細に伝

えたい

●専門的な知見や国・自治体の見解も踏ま

えながら災害情報に関する迅速かつ正確な

報道を行いたい

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●被害状況について詳細なデータを把握した

い

●被災地や被災者の現状を知りたい

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●被害状況について詳細なデータを把握した

い

●SNSを通じて、リアルタイム性・速報性の極

めて高い被災状況を提供したい

●災害時のコミュニケーションインフラを提供

したい

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●被害状況について詳細なデータを把握した

い

●SNSを通じて、リアルタイム性・速報性の極

めて高い被災状況を把握したい

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

サイトにおける

ユーザー行動

●過去の災害についての詳細な観測データ

を調べる

●現在の災害についてのリアルタイム観測

データを調べる

●研究内容を発表する

●過去の災害についての詳細な観測データ

を調べる

●現在の災害についてのリアルタイム観測

データを調べる

●防災技術と企業が連携したモノづくり事例

を調べる

●防災技術を活用したい企業を探す

●研究内容を発表する

●被災地・被災者に関する情報を集める

●過去の災害についての詳細な観測データ

を調べる

●現在の災害についてのリアルタイム観測

データを調べる

●教育機関や自治体とネットワークを構築す

る

●防災に関する知見をわかりやすく伝える

●被災地・被災者に関する情報を集める

●過去の災害対応の事例を調べる

●現在の災害状況を確認する

●専門家に災害について問い合わせたい

●被災地・被災者に関する情報を集める

●過去の災害対応の事例を調べる

●現在の災害状況を確認する

●専門家に災害について問い合わせたい

●被災地・被災者に関する情報を集める

●過去の災害対応の事例を調べる

●現在の災害状況を確認する

●専門家に災害について問い合わせたい

●被災地・被災者に関する情報を集める

●過去の災害対応の事例を調べる

●現在の災害状況を確認する

●専門家に災害について問い合わせる

●防災・災害に関するSNSの投稿を集める

●国や自治体とネットワークを構築する

●三次産業（情報通信）企業と連携する

●被災地・被災者に関する情報を集める

●過去の災害対応の事例を調べる

●現在の災害状況を確認する

●専門家に災害について問い合わせる

●防災・災害に関するSNSの投稿を集める

サイトに求める

機能・コンテンツ

●過去の災害や研究成果に関するナレッジ

データベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測

情報

●コラム（一般向け）

●研究論文一覧

●研究者紹介（プロフィール、連絡先、研究

内容、論文、コラムなど）

●過去の災害や研究成果に関するナレッジ

データベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測

情報

●コラム（一般向け）

●研究論文一覧

●防災技術に関心がある企業とのマッチング

機能

●防災技術と企業の連携事例集

●研究者紹介（プロフィール、連絡先、研究

内容 論文 コラムなど）

●過去の災害や研究成果に関するナレッジ

データベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測

情報

●コラム（一般向け）

●研究論文一覧

●研究者紹介（プロフィール、連絡先、研究

内容、論文、コラムなど）

●被災地情報コンテンツ

●過去の災害や被災状況に関するナレッジ

データベース

●企業や自治体の過去の災害対応について

の事例紹介

●現在の災害についてのリアルタイム観測

情報（＋ビジュアライゼーション）

●研究者紹介

●被災地情報コンテンツ

●過去の災害や被災状況に関するナレッジ

データベース

●企業や自治体の過去の災害対応について

の事例紹介

●現在の災害についてのリアルタイム観測

情報（＋ビジュアライゼーション）

●研究者紹介

●被災地情報コンテンツ

●過去の災害や被災状況に関するナレッジ

データベース

●企業や自治体の過去の災害対応について

の事例紹介

●現在の災害についてのリアルタイム観測

情報（＋ビジュアライゼーション）

●研究者紹介

●専門家によるコラム

●被災地情報コンテンツ

●過去の災害や被災状況に関するナレッジ

データベース

●過去の災害についての観測情報

●現在の災害についてのリアルタイム観測

情報（＋ビジュアライゼーション）

●研究者紹介

●専門家によるコラム

●企業・自治体とのマッチング機能

●被災地情報コンテンツ

●過去の災害や被災状況に関するナレッジ

データベース

●企業や自治体の過去の災害対応について

の事例紹介

●現在の災害についてのリアルタイム観測

情報（＋ビジュアライゼーション）

●研究者紹介

●専門家によるコラム

●SNSのハッシュタグ投稿集約コンテンツ

ペルソナ整理およびリニューアルデザインのご提案 10

ペルソナごとのインサイト／サイトにおけるユーザー行動・求める機能やコンテンツ①

研究者 報道関係者

平常時・災害時のインサイトと、そこから導かれるサイトにおける想定ユーザー行動やサイトに求める機能・コンテンツを定義しました。

防災科研サイトの導線設計やコンテンツ構成検討のベースとします。
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ペルソナ整理およびリニューアルデザインのご提案 11

ペルソナ 自治体 防災担当 民間企業 企画立案担当者

ミニペルソナ 国 都道府県 市区町村 製造業 小売 3次産業 6次産業 バイオプロダクト

ひとことでいうと 国民の防災意識を高め法整備を行い、自治体

の活動を適切に統括する

地域住民の防災市域を高め、条例制定も含め

た防災計画整備を行う

地域密着の避難計画の整備と災害に強い街

づくりを行う

新しい減災・防災プロダクトを社会に浸透させ

る

災害時の物資支援など社会インフラとしての

機能を発揮する

先端技術を用いて人間ができない領域をカ

バーし新たな防災の仕組みを提供する

災害情報やデータを活用し生産や流通を最適

化する

自然科学技術を活用し災害に強い新しいプロ

ダクトを作り出す

平常時のインサイト ●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●国民の防災意識を高めるための啓発活動を

したい

●地震防災対策の推進に関する法整備を行

いたい

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●防災減災に関する条例制定も含めた地域

防災計画を推進したい

●避難所や避難経路の整備など地域防災計

画を推進したい

●災害に強い街づくりを行いたい

●災害に強いモノづくりを行っている企業と連

携したい

●災害のメカニズムについて分析した新たな

研究結果や論文、データを知りたい

●災害に対してこれからどのように対策が望

まれるか世の中のニーズを知り、それを提供

していきたい

●災害時に地域へ提供できる社会インフラと

しての機能を増やしたい

●災害時に活用できる情報リソースを充実さ

せたい

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知り、どのように社会に貢献できるかが知

りたい

●人力で手間がかかっている作業を、AI、ロ

ボットにより自動化、無人化できるものは無い

か

●人力では実現し得ない作業、得られない情

報はないか知りたい

●上記に対する技術的なアプローチ、解決法

が無いか知りたい

●災害時を想定し、災害に関する定量データ

の蓄積と分析をふまえた生産計画を立てたい

●災害時でも迅速に安定供給に復旧できるよ

うに計画を立てたい

●バイオ技術を用いて防災の必需品となるよ

うなものを作りたい

●バイオ技術を用いて災害時の被害を少しで

も減らし被災者の生活を変えたい

災害時のインサイト ●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●町の被害状況について詳細なデータを把握

したい

●被災者の状況を知りたい

●都道府県への災害応急対策の迅速かつ適

切な指示を行いたい

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●被害状況について詳細なデータを把握した

い

●被災者の状況を知りたい

●避難所や避難経路を迅速かつ適切な案内

をしたい

●研究者による防災・減災に関する専門的見

解を知りたい

●被害状況について詳細なデータを把握した

い

●被災者の状況を知りたい

●避難所や避難経路を迅速かつ適切な案内

をしたい

●自社のプロダクトが問題なく機能しているか

知りたい

●自社のプロダクトを利用して、新たに問題を

解決できるところが無いか知りたい

●物資供給を主とした自社のインフラ機能を

災害対応に活用してほしい

●自社の提供する避難場所や避難経路に関

する情報を活用してもらい、災害対応に役立

ててほしい

●自社のプロダクトを災害対策に役立ててほ

しい

●生産や商品の供給についての災害計画通

り復旧できるようにしたい

●1次、2次、3次産業の復旧状況の確認

●自社のプロダクトを災害対策に役立ててほ

しい

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

サイトにおける

ユーザー行動

●防災の専門家と情報交換する

●被災地・被災者に関する情報を集める

●過去の災害についての詳細な観測データを

調べる

●現在の災害についてのリアルタイム観測

データを調べる

●防災に関する法律やガイドラインを策定し

世の中に伝える

●防災の専門家と情報交換する

●被災地・被災者に関する情報を集める

●過去の災害についての詳細な観測データを

調べる

●現在の災害についてのリアルタイム観測

データを調べる

●避難場所や避難経路を整備し住民に案内

する

●防災に関する条例やガイドラインを策定し

世の中に伝える

●防災に関するモノづくりを行う企業とつなが

る

●NPOやNGOなどのボランティアと連携する

●防災の専門家と情報交換する

●被災地・被災者に関する情報を集める

●過去の災害についての詳細な観測データを

調べる

●現在の災害についてのリアルタイム観測

データを調べる

●避難場所や避難経路を整備し住民に案内

する

●防災訓練等そなえ行動を誘導する

●防災に関するモノづくりを行う企業とつなが

る

●NPOやNGOなどのボランティアと連携する

●過去の災害に関しての情報・データを調べ

る

●現在の災害についてのリアルタイム観測

データを調べる

●災害データや研究成果を自社の製品に活

用する

●防災技術と企業が連携したモノづくり事例を

調べる

●過去の災害に関しての情報・データを調べ

る

●現在の災害についてのリアルタイム観測

データを調べる

●災害データや研究成果を自社の製品に活

用する

●防災技術と企業が連携したモノづくり事例を

調べる

●過去の災害に関しての情報・データを調べ

る

●現在の災害についてのリアルタイム観測

データを調べる

●災害データや研究成果を自社の製品に活

用する

●過去の災害に関しての情報・データを調べ

る

●現在の災害についてのリアルタイム観測

データを調べる

●災害データや研究成果を自社の製品に活

用する

●過去の災害に関しての情報・データを調べ

る

●現在の災害についてのリアルタイム観測

データを調べる

●災害データや研究成果を自社の製品に活

用する

サイトに求める

機能・コンテンツ

●過去の災害や被災状況に関するナレッジ

データベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情

報（＋ビジュアライゼーション）

●研究者紹介

●防災に関する法律やガイドラインの発表コ

ンテンツ

●過去の災害や被災状況に関するナレッジ

データベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情

報（＋ビジュアライゼーション）

●避難場所・避難経路に関するマップ機能（随

時更新）

●研究者紹介

●防災に関する条例やガイドラインの発表コ

●過去の災害や被災状況に関するナレッジ

データベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情

報（＋ビジュアライゼーション）

●避難場所・避難経路に関するマップ機能（随

時更新）

●研究者紹介

●企業とのマッチング機能

●過去の災害や研究成果に関するナレッジ

データベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情

報

●研究論文一覧

●防災技術と企業の連携事例集

●過去の災害や研究成果に関するナレッジ

データベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情

報

●防災技術と企業の連携事例集

●自社の企画に必要な研究者とのマッチング

機能

●過去の災害や研究成果に関するナレッジ

データベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情

報

●研究論文一覧

●自社の企画に必要な研究者とのマッチング

機能

●過去の災害や研究成果に関するナレッジ

データベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情

報

●自社の企画に必要な研究者とのマッチング

機能

●防災技術に関心がある他企業とのマッチン

●過去の災害や研究成果に関するナレッジ

データベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情

報

●研究論文一覧

●自社の企画に必要な研究者とのマッチング

機能

自治体 防災担当

平常時・災害時のインサイトと、そこから導かれるサイトにおける想定ユーザー行動やサイトに求める機能・コンテンツを定義しました。

防災科研サイトの導線設計やコンテンツ構成検討のベースとします。

ペルソナごとのインサイト／サイトにおけるユーザー行動・求める機能やコンテンツ②

民間企業 企画立案担当者
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ペルソナごとのインサイト／サイトにおけるユーザー行動・求める機能やコンテンツ③

平常時・災害時のインサイトと、そこから導かれるサイトにおける想定ユーザー行動やサイトに求める機能・コンテンツを定義しました。

防災科研サイトの導線設計やコンテンツ構成検討のベースとします。

ペルソナ 教育者 シビルソサイエティ

ミニペルソナ 幼稚園 小中 高校 NPO NGO クラウドファンディング シェアリング

ひとことでいうと 徹底した庇護を前提とした防災計画を行う 日常平時の防災計画を中心に、地域との連携を計

る

日常平時の防災計画を中心に、地域貢献も含めた

指導を行う

インフラ整備や支援ネットワーク構築など防災プラッ

トフォーム作りを行う

インフラ整備や支援ネットワーク構築など防災プラッ

トフォーム作りを行う

社会の共感を得ることで資金を集め防災プロダクト

開発や復興支援を行う

モノ・サービス・場所などを共有して災害時の自助・

共助を促すプラットフォーム構築を行う

平常時のインサイト ●テレビやネット、新聞雑誌書籍等の媒体で、専門

的な知識を得て、防災マニュアル、備蓄に生かした

い

●保護者や地域の協力を含めた総合的な対策を立

てたい

●園児へ災害についての基本的な知識を付けたい

●各先生たちの防災に対するリテラシーを高めたい

●テレビやネット、新聞雑誌書籍等の媒体で、専門

的な知識を得て、防災マニュアル、備蓄に生かした

い

●自治体の防災計画を知り、地域との連携を図りた

い

●生徒へ災害や防災についての知識を付け、自発

性を促したい

●各先生たちの防災に対するリテラシーを高めたい

●テレビやネット、新聞雑誌書籍等の媒体で、専門

的な知識を得て、防災マニュアル、備蓄に生かした

い

●自治体やNPO/NGOの動向等も把握し、地域貢献

のための指導を行いたい

●生徒へ災害や防災についての知識を付け、自発

性を促したい

●各先生たちの防災に対するリテラシーを高めたい

●自治体や企業、ボランティア団体等、連携できる

ネットワークを構築しておきたい

●研究者による防災・減災に関する専門的見解を

知り、具体的な災害時の行動へ生かしたい

●企業や自治体などの公的機関とアライアンスを

組みたい

●自治体や企業、ボランティア団体等、連携できる

ネットワークを構築しておきたい

●国外との連携ができるようネットワークを構築し

ておきたい

●企業や自治体などの公的機関とアライアンスを

組みたい

●防災や復興支援等、社会貢献できるような、研究

者の成果やデータ、情報を知りたい

●社会に必要とされる防災、減災の新たなニーズ

を知りたい

●企業や自治体などの公的機関とアライアンスを

組みたい

●防災や復興支援等、社会貢献できるような、研究

者の成果やデータ、情報を知りたい

●社会に必要とされる防災、減災の新たなニーズ

を知りたい

●企業や自治体などの公的機関とアライアンスを

組みたい

災害時のインサイト ●園児の生命を守りたい

●テレビやネット等のメディアでいち早く被災地や被

災者の現状を知りたい

●防災マニュアルに基づいて適切に行動したい

●生徒の生命を守りたい

●テレビやネット等のメディアでいち早く被災地や被

災者の現状を知りたい

●防災マニュアルに基づいて適切に行動したい

●地域とスムーズに連携したい

●生徒の生命を守りたい

●テレビやネット等のメディアでいち早く被災地や被

災者の現状を知りたい

●防災マニュアルに基づいて適切に行動したい

●地域、自治体、ボランティア団体へ協力したい

●テレビやネット等のメディアでいち早く被災地や

被災者の現状を知りたい

●国・自治体や企業との連携を図りたい

●構築したネットワークを生かして災害対応にあた

りたい

●テレビやネット等のメディアでいち早く被災地や

被災者の現状を知りたい

●各国の団体へ現状を報告し、協力を要請したい

●国・自治体や企業との連携を図りたい

●構築したネットワークを生かして災害対応にあた

りたい

●テレビやネット等のメディアでいち早く被災地や

被災者の現状を知りたい

●被災地を支援できる方法は何か考えたい

●支援のための賛同者・資金集めをしたい

●テレビやネット等のメディアでいち早く被災地や

被災者の現状を知りたい

●被災地を支援できる方法は何か考えたい

●支援のための賛同者・資金集めをしたい

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

サイトにおける

ユーザー行動

●防災に関する正しい知識を得る

●現在の災害についての状況を把握する

●園児が災害を擬似体験できるような施設を調べる

●防災に関する正しい知識を得る

●現在の災害についての状況を把握する

●地域の行政、団体の動きを把握する

●生徒が災害をより深く知るための施設や、教材等

を調べる

●防災に関する正しい知識を得る

●現在の災害についての状況を把握する

●地域の行政、団体の動きを把握する

●テレビやネット、新聞雑誌書籍媒体において、こ

れからの防災に活かせるような、過去の災害情報を

調べる

●防災に関する正しい知識を得る

●現在の災害についての状況を把握する

●地域の行政、団体の動きを把握する

●支援を呼びかける

●防災に関する正しい知識を得る

●現在の災害についての状況を把握する

●地域の行政、団体の動きを把握する

●支援を呼びかける

●過去の災害に関しての情報・データを調べる

●現在の災害についてのリアルタイム観測データを

調べる

●災害データを活用できる方法を調べる

●防災や復興についての大きな課題がないか調べ

る

●防災に関してリサーチしたり世間の流れを調べる

●過去の災害に関しての情報・データを調べる

●現在の災害についてのリアルタイム観測データを

調べる

●災害データを活用できる方法を調べる

●防災や復興についての大きな課題がないか調べ

る

●防災に関してリサーチしたり世間の流れを調べる

サイトに求める

機能・コンテンツ

●過去の災害や研究成果に関するナレッジデータ

ベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情報

●コラム/教材（教育者向け）

●防災マニュアル（教育者向け）

●体験施設一覧

●体験施設の予約窓口

●過去の災害や研究成果に関するナレッジデータ

ベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情報

●コラム/教材（教育者向け、学生向け）

●防災マニュアル（教育者向け）

●体験施設一覧

●体験施設の予約窓口

●過去の災害や研究成果に関するナレッジデータ

ベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情報

●コラム/教材（教育者向け、学生向け）

●防災マニュアル（教育者向け、学生向け）

●NPO,NGOとのマッチング機能

●行政、自治体とのマッチング機能

●過去の災害や研究成果に関するナレッジデータ

ベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情報

●NPO、NGOとのマッチング機能（横のつながり）

●企業・自治体とのマッチング機能

●防災技術と企業の連携事例集

●支援を呼びかける情報発信コンテンツ

●過去の災害や研究成果に関するナレッジデータ

ベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情報

●NPO、NGOとのマッチング機能（横のつながり）

●企業・自治体とのマッチング機能

●防災技術と企業の連携事例集

●支援を呼びかける情報発信コンテンツ

●過去の災害や研究成果に関するナレッジデータ

ベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情報

●研究論文一覧

●企業・自治体とのマッチング機能

●防災技術と企業の連携事例集

●企画に必要な研究者とのマッチング機能

●過去の災害や研究成果に関するナレッジデータ

ベース

●現在の災害についてのリアルタイム観測情報

●研究論文一覧

●企業・自治体とのマッチング機能

●防災技術と企業の連携事例集

●企画に必要な研究者とのマッチング機能

教育者 シビルソサイエティ
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サイトにおけるユーザー行動の抽出

ID 行動 言い換え カテゴリ 重複ID 出現数

1現在の災害についてのリアルタイム観測データを調べる → 現在の災害のリアルタイム状況を調べる 災害の現状を知る 13

2過去の災害に関しての情報・データを調べる → 過去の災害データを調べる 過去の災害を知る 10

3被災地・被災者に関する情報を集める → 被災地の現状を知る 被災地を支援する 9

4災害データや研究成果を自社の製品に活用する → 防災技術や災害データを活用する 防災技術を活用する 6

5現在の災害についての状況を把握する → 現在の災害のリアルタイム状況を調べる 災害の現状を知る 5

6防災に関する正しい知識を得る → 防災に関する知識を得る 防災を学ぶ 5

7現在の災害状況を確認する → 現在の災害のリアルタイム状況を調べる 災害の現状を知る 1 5

8過去の災害対応の事例を調べる → 災害対応事例を調べる 過去の災害を知る 5

9過去の災害についての詳細な観測データを調べる → 過去の災害データを調べる 過去の災害を知る 2 5

10防災技術と企業が連携したモノづくり事例を調べる → 防災技術や災害データの活用事例を調べる 防災技術を活用する 4

11地域の行政、団体の動きを知る → 国や自治体と連携する 社会とつながる 4

12専門家に災害について問い合わせたい → 専門家とつながる 専門家とつながる 4

13防災の専門家と情報交換する → 専門家とつながる 専門家とつながる 12 3

14避難場所や避難経路を整備し住民に案内する → 避難経路や避難場所を調べる 災害の現状を知る 2

15防災・災害に関するSNSの投稿を集める → 世の中の声を集める これからの防災を考える 2

16防災や復興についての大きな課題がないか調べる → 防災・復興の課題について考える これからの防災を考える 2

17災害データを活用できる方法を調べる → 防災技術や災害データを活用する 防災技術を活用する 4 2

18防災に関するモノづくりを行う企業とつながる → 企業とつながる 企業とつながる 2

19NPOやNGOなどのボランティアと連携する → NPO・NGOとつながる 社会とつながる 2

20支援を呼びかける → 支援を呼びかける 被災地を支援する 2

21専門家に災害について問い合わせる → 専門家とつながる 専門家とつながる 12 1

22三次産業（情報通信）企業と連携する → 企業とつながる 企業とつながる 1

23園児が災害を擬似体験できるような施設を知る → 防災訓練をする 防災教育を実施する 1

24研究内容を発表する → 研究内容を調べる（発表する） 防災を学ぶ 1

25生徒が災害をより深く知るための施設や、教材等を知る → 防災訓練をする・防災教育を行う 防災教育を実施する 1

26国や自治体とネットワークを構築する → 国や自治体と連携する 社会とつながる 11 1

27防災訓練等そなえ行動を誘導する → 防災訓練をする・防災教育を行う 防災教育を実施する 1

28防災技術を活用したい企業を探す → （防災事業を営む・関心のある）企業とつながる 企業とつながる 18 1

29防災に関する条例やガイドラインを策定し世の中に伝える → 法律や条例を調べる 防災を学ぶ 1

30防災に関する法律やガイドラインを策定し世の中に伝える → 法律や条例を調べる 防災を学ぶ 29 1

31防災に関する知見をわかりやすく伝える → 専門家の知見に学ぶ 防災を学ぶ 1

32防災に関するリサーチや世間の流れを知る → 防災についての最新情報を集める これからの防災を考える 1

33教育機関や自治体とネットワークを構築する → 国や自治体と連携する 社会とつながる 11 1

34これからの防災に活かせるような過去の災害情報を知る → 過去の災害データを調べる 過去の災害を知る 2 1

35防災に関してリサーチしたり世間の流れを調べる → 防災についての最新情報を集める これからの防災を考える 32 1

P3～5で導いたユーザー行動の最大約数を抽出し、カテゴリ化を行いました。 ユーザー行動のカテゴリ
▼

災害の現状を知る

過去の災害を知る

防災を学ぶ

被災地を支援する

これからの防災を考える

【社会と】つながる

【企業と】つながる

【専門家と】つながる

防災教育を実施する

防災技術を活用する
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レジリエンスを高めるための
どのプロセスに該当するか



©
2019.10.08

H a r u o H a y a s h i

ペルソナ整理およびリニューアルデザインのご提案 14

「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育について ＜小学校＞

「学校安全資料「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育（平成31年3月文部科学省）別表」をもとに教育カリキュラムをマインドツリー化して整理しました

小学校

①災害を知る

知る・備える・避難する、の大きく３つの視点から

防災のための基礎知識・基礎体力を養う

災害原理 地域の連携

主に理科で災害原理を知るということに加

えて、主に社会科で災害から身を守るには

地域と連携することが必要であるということ

を学ぶ。

②災害に備える

環
境
・福
祉
・地
域

暮
ら
し
の
課
題

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

学
級
活
動
や
学
校
行
事

に
よ
る
健
康
安
全

施
設
・設
備
の

安
全
管
理

生活や地域に密着した暮らしの課題やライ

フラインの大切さを学びつつ、学校行事を

中心としたそなえとしての健康や安全、施

設・設備の安全管理を学ぶ。

③避難する

心
構
え

避
難
行
動

応
急
処
置

避
難
生
活

主に道徳で避難行動の基本となる心構えに

ついて学び、主に体育で避難のための体づ

くりや応急処置の方法を学ぶ。また、主に

家庭科で避難生活の基本となる衣食住に

関する基礎知識を学ぶ。
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「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育について ＜中学校＞

「学校安全資料「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育（平成31年3月文部科学省）別表」をもとに教育カリキュラムをマインドツリー化して整理しました

中学校

小学校と同様に、知る・備える・避難する、の大きく３つの視点から

防災のための基礎知識・基礎体力を養いつつ、より主体的な行動に導く

①災害を知る

災害原理 地域の連携

気象の発生原理や火山地震といった、小学

生よりもより深掘りした災害原理を学ぶ。地

域連携についても、日本の地域特色や少子

高齢化・情報化などの現代的なトピックに触

れながら、より個別具体的な連携の形につ

いて学ぶ。

②災害に備える

地
域
調
査
の
手
法
や

結
果
の
考
察

国
際
理
解
、
情
報
、

環
境
、
福
祉
、
健
康

地
域
の
自
然
災
害

環
境
保
全
と
科
学
技
術

地域の調査手法や調査結果の考察、現代

的な課題と自己の将来との関連性について

考えるなど、主体的なそなえ行動へ導く学

びが入ってくる。

③避難する

心
構
え

避
難
行
動

応
急
処
置

避
難
生
活

主に道徳で避難行動の基本となる心構えに

ついて学び、主に体育で避難のための体づ

くりや応急処置の方法を学ぶ点は小学校同

様。一方、衣食住についての技術的な面に

おいて、調理方法や道具の使い方など具体

的な方法論を学ぶことで、より直接的に避

難生活に役立つ学びが増える。
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「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育について ＜高校生＞

「学校安全資料「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育（平成31年3月文部科学省）別表」をもとに教育カリキュラムをマインドツリー化して整理しました

高校生

知る・備える・支援する・避難する、の大きく４つの視点から

防災につながる基礎を学ぶとともに

主体的に自身の考えを整理して行動したり発表したりする能力を育む

①災害を知る

災害原理

火山活動や地震、大気と海洋といった地球

活動全般について掘り下げた学びとともに、

日本の特徴的な地震や火山活動について

も学ぶ。

②災害に備える

持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り

現
代
日
本
に
お
け
る

政
治
・経
済
の
課
題

自
然
景
観
と
自
然
災
害

地形・気候・生態系や地球環境課題に関す

る学びとともに、地域性や地理的要因を考

慮した地域防災の考え方を養う。現代日本

社会の政治・経済や、自然景観・自然災害

とのかかわりについての考察を行い、主体

的に自身の考えを整理して行動したり発表

したりする能力を育む。

③支援する

自立した主体として活動

主に公民で、必要な情報を収集して・読み

取り・まとめる能力を育み、自立した主体と

して活動できるよう導く。

④避難する

心
構
え

避
難
行
動

応
急
処
置

避
難
生
活

規律ある集団行動の体得や事故災害から

身を守るための基本行動を学ぶ。

主に体育で避難のための体づくりや応急処

置の方法を学ぶ点は小中学校同様。一方、

衣食住については、防災等の安全に配慮し

た住居の機能についての理解や、持続可

能な消費生活について学ぶなど、より大局

的な視点を養う。
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「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育について ＜特別支援学校＞

「学校安全資料「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育（平成31年3月文部科学省）別表」をもとに教育カリキュラムをマインドツリー化して整理しました

特別支援学校

知る・備える・避難する、の大きく３つの視点から

防災のための基礎知識・基礎体力を養う

①災害を知る

災害原理

地域の安全

小中学部において、主に理科で災害原理を

知るということに加えて、主に社会科で災害

から身を守るには地域と連携することが必

要であるということを学ぶ。

また、高等部では、自然災害に対する国や

県の対策、事業の理解を行い、自然災害に

対する社会全体の取り組みを認識する。

②災害に備える

避難訓練等

小中学部において、避難訓練などの基本的

な安全や防災に関わる学習活動を行う。

③避難する

心
構
え

避
難
行
動

避
難
生
活

安全に関わる初歩的な学びやケガや病気

の防止といった基本的な健康・安全の学び

が、避難の心構えにつながる。

美術や図画工作といった科目における材料

や用具の基本的な使い方についての学び

や住居の安全性についての学びが、避難

生活の基礎となる。

避難行動としては、体育を中心とした体づく

りがその基礎となる。

日本の国土の
自然環境と国民生活
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「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育に必要となるコンテンツ

実際のカリキュラムに対応した、たとえば以下の内容を網羅するようなコンテンツ（またはそこへの導線）が必要になると考えます。

①災害を知る

②災害に備える

地域に根ざした防災課題とそなえ

日本社会における防災課題とそなえ

ライフラインの重要性

持続可能な社会の構築

③避難する

避難における心構え

避難行動

応急処置

避難生活

自然災害と災害原理

地域連携の重要性

国や自治体のとりくみ

自然災害の種類や災害原理、日本の特徴についてなど網羅的に学ぶ

災害時に地域社会と連携することの重要性を知る

災害時に国や自治体がどのような防災対策、災害対応を行っているかを知る

地域性や地理的要因を考慮した地域防災を考える

現代日本社会の政治・経済上の課題を考慮した防災対策を考える

ライフラインの重要性と災害にそなえて何ができるかを学ぶ

これからの社会を防災の観点からどのようにしていくべきかを考える

関係者との信頼関係構築 地域のリスク評価 目標設定メソッド ガバナンス管理 戦略的な計画立案メソッド
合意された計画実施のための

プロジェクト管理スキル
成果の情報発信技術

人命尊重や安全管理、行動倫理といった人ととしての基本的な心構えを身につける

地震や津波などの災害時に具体的にどのような行動が必要になあるかを知る

普段の生活の知恵や技術を基礎にしながら災害時にできる応急処置を学ぶ

衣食住の観点から避難生活の方法を学び、普段から何を準備しておけるかを学ぶ

将来的にファシリテーターのスキルを形成する、基礎を育む
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